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 生物を構成する細胞の活動は、酵素・タンパク質の機能によって支えられている。酵素・タンパク

質の機能は、機能中心アミノ酸残基の働きの結果である。しかし、その働きの実態は、推測されてい

るに過ぎない。細胞呼吸系の末端に位置し、酸素分子を還元し水分子を形成するとともに水素イオン

をミトコンドリア内膜（細菌では細胞膜）の内側から外側に能動輸送するチトクロム c 酸化酵素と、

酸素分子の一原子を有機物質に導入する反応を触媒するチトクロム P450 の、それぞれの機能中心ア

ミノ酸残基の働きの実態を研究するために、触媒反応中のそれら残基を振動分光法により観測するこ

とを目指している。酵素分子は、数多くのアミノ酸残基によって構成され、機能部位アミノ酸残基と

同種のものが多数含まれる。したがって、個々の残基に由来する吸収帯を検出することは難しい。し

かし、特定部位を、機能に影響を与えない同位体標識化すると、同位体シフトによって、その残基に

由来するシグナルが検出可能となる。無細胞タンパク質合成系を利用した部位特異的同位体標識化試

料の大量調製、特に膜タンパク質複合体であるチトクロム c 酸化酵素の調製法の研究を行っている。 
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